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EFL に お ける プラグマ テ ィ ッ ク ・ コ ン ピテ ン ス

　　　　　　　　　　ー 「断わ り」 の 場合一

The　P 「a9 皿 atic 　Co 【npetence 　in】EF工、　Refusal

岡崎学 園国際短期大学　　川村陽子 名古屋女子 大学　　佐藤恵子

孅
日本人大 学生 は、依頼 に対する 「断わり」 の 発話行為にお い て 、言語使用の 状況的因子

（Sit岨 tiona1　factOrs）1こよ り、どの よ うに英語 表現を変化さ せ る こ とがで き るだろ うか 。

本研究は、英語学習者の 語用 論的能力（pragmatic 　c 。mpetence ）に焦 点をあて る。状況

的因子 と して は 、次の 3 つ を取 り上 げるe

　　　　1．心理 的踵離 （親疎関係）

　　　　2， 社会 的距離 （上下関 係）

　　　　3．「断わ り」 に対す る 相 手 の 不快度

データ分析に お い て は、以下の research 　questionsを検証 す る こ とを R 的とす る。

Reseai℃ム Que諏 oη s

1， 上位群 と下位群で 、状況的因子の perceptionに違 い が認 め ら れ る か 。

2．相手 の 依頼 に対する 「断わ り」 にお い て ．上位群 と下位群 で言語 表現 を使用す る

　　比率 に 差があるか 。

3． 上位 群と下位群で 、 「断わ り」 の 直接表現 ・間接表現の使用 に違 い があるか。

4．　 「断わ り」 の 直接表現 ・間 接表現におい て、上位群 と下位群 は使用する意味公式

　　（semantic 　formUla）の 種類 と使用比率に差があるか。

灘

被験 者

男女共学の 大学一年生 2 クラス 、 2 年生 1ク ラ ス 、女子大学 2年生 2 ク ラス 、合計 185

名が こ の 調査 に参加した 。専門は、仏文科 1 ク ラス 、入類学科 1 ク ラス 、英語英文学科

3 ク ラスで ある 。 性別は こ の 発表では 要因 と して取 り上 げない が 、男子学生 21 名、女

子学生 164 名で ある 。 英語の 能 力差によ る土位霹 と下位群 を決め るため に、Compre ・

hensive　English　Language 　Test（CELT ｝の Form　B の Structureの sectiQn の みを使用

した。実際に分析 したの は、上位群 49 名 （75 点満点中 65− 55点） 、下位群 49 名 （43
− 33 点） の データで ある。

Questionnaire
データ収集は ア ン ケー ト記入方式 によ っ た 。断わ り易さ の 度合、相手 との 心理的距離の

大小 、相手 との 社会的距離の 大小、と い う 3 つ の 状況 的因子 の 組み 合わせ に よ っ て 、8

場 面 を設定 した。各場面の ア ンケー トの構成 は、次 の 3項 目か らなっ て い る e

　  依頼に対 して 、　「断わ り1 の 言語行動を起 こすか どうか 。

　（2）断 わ る場合、どん な意 味公式 を含む言語行動 をとるか 。

　（3）相手に対する 心理的距 離 ・社会的距離 ・ 「断わ り」 に対する相 手の 不快度 e

（1）は 2 者択一方式で 、（2）は記述式で 、（3）は 5段階の スケールで回答 を求めた。
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盤
状況的因子 の組み合わせ が異な る 8 つ の場面 での 「断わ りj の 発話行為に つ いて、以下

に示す Brown ＆ Levinson（1987 ：69）の枠組み に基づいた分析項 目に関 する、上位群 と

下位群の 使用比率を分析 した 。

慧熱瀦
（畿 ：1：糟

　　　　　　　　　　　　　　　　　（Brown ＆ LeVinson，1987：69 よ り
一部変更）

（1） 依頼に 対する 「断わ り」 を言語に表現する 。

　（1）
’

依頼に対す る 「断わり」 を言語に表現 しない 。

　（2） 依頼に 対する 「断わ り」 を直接的 に表現する。

　（2）
’

依頼に対す る 「断 わ り」 を間接的に表現する。

　（3） 依頼 に対する 「断わ り」 で直接的表現の みを使用す る。

　（3）
’

依頼に対する 「断わ り」 で直接的表現 に加えて 、それ を緩和する機能を担 う表

　　　 現を使用する。

（2）
’
と（3）

’
に つ い て は、以下に示す発話の 力（皿 ocutionary 　force）を調節する機能 を担 う

意味公式の 各 々 の項 目に関 して 、上位群 と下位群 の 使用比率を分析 した。

意味公式

　 　　 　 1．Address 　term

　　　　ll．　Grounder （9iving　reasons 　l　excuse ）

　　　　皿． SupPorUve　moves

　　　　　　　　
・Apology ！Regret

　 　　 　 　 　 　　
・Altemative

　 　　 　 　 　 　　・Cos七m 血 ze τ

　 　　 　 　 　 　　・Desire
　 　　 　 N ．　 Intens血 er

　　　　　　　　
・Repetition

薹
1．相手 に対する心理的 ・社会的距離（Facter　1＆ 恥 に つ い ては 、 上位群 ・下位群に

　　perceptionの違 い は認 め られな い。しか し、「断わ り」に対する相手の 不快度（Factor

　　皿 ）の perceptionは、上位群 ・下位群に有意差が認 め られ る。

2． 上位群と下位群では 、 「断わ り」 の 霄語行動を起 こすか ど うか に つ い て 、ほ とん ど

　　有意差が認 められない 。 両群ともに 、FaetOr　M が 決定要因とな っ て い る 。

3． 上位群と下位群で．　「断わ り」の直接表現 と間接表現の使用 率に有意差が認め られ

　　る 。 上位群 の方が下位群に比 べ て 、 「断わ りj の直接表現の使用率がほ とん どの場

　　面 で高い ．依頼内容が同じ場合、両群とも相手に対する心理的距離 （Factor　D に

　　よ り 「断わ り」 の 直接表現 と間接表現を使 い分 けて い る 。 （心理的距離が遠い ほど

　　直接表現 の 使用 率が高い e ）
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4． 上位群 ・下位群 ともに、　「断わ り」 の 直接表現よ り間接表現の ほうが 、 意 味公式の

　　使用比率が高い 。 Alternative と Desire に つ い て は 、上位群の 方が心理的距離に応

　　じて 明確 に使 い分けて い る。Grounder と Apologyに つ いて は、下位群の方が ほ

　　 とん どあらゆる場面で使用比 率が高 い 。

盤

　言語習得 の 最終課題は、さまざまな発話の 場面に応 じて 、目標言語 を適切 に使用 で き

る能力を身に つ ける こ とに ある。言 語使用 が社会 ・文化の 規範を反映 して い る事実に基

づ けば、 「断わ り」 の 発話行為に つ い て も、世界の さま ざまな英語の 変種に より、 そ の

適切さの 規範は異なるとい えるだろ う。 したが っ て 、 日本人大学 生を対象に した r断わ

り」 の 発話行為における EFL の プラグマ ティ ッ ク ・コ ン ピテ ンス を明 らか にする こと

は、目漂言 語 を習得する うえで の 前提 となる。EFI． と して の 日本入 の英語 と 目標 とす

る英 語変種 との共通 点や相違点を明 らか に し、その 成果 を英 語 教育 に取 り入 れ て い く こ

とは、今後 の 課題 で ある。

盤
Beebe

，
　L 　M ．

，
　Takallash乱丁．＆ Uliss・We 託z，　R 、（1990）．　P職 gma 燵o　Transfbr　in　ESL

　 RefUsals．　ln　R ．　C ．　ScarceHa
，
　E ．　S．　Anderson

，
＆ S．　D 、　Krashen （EdS．），⊇幽 g

　 − 一 ，　New 　York ；Newbur ｝r　House
　 Pubhshers ．

Beebe，　L 　M ．，＆ Cummings ，　M ．　C．（1996），　Natural　speeoh 　act 　data　versus 　written

　 questiennaire　data：How 　data　co 皿ecdon 　method 　a 僅ects 　speech 　act 】performance ．
In　S．　M 　Gass，＆ J．　Neu （EdS ．），一

　 一 ，Mouton　de　Gruyter．
生駒知子 ・志村明彦（19931 「英語か ら日本語 へ の プラグマ ティ ッ ク ・トランス フ ァ

ー
：

　「断わ り」 とい う発話行為 に つ い て 」　 「日本語教育 79 号」 pp．41−52．

横山杉子 （1993）　 「日本語 に お ける， 『日本人 の 日本人 に対する断わ り』 と 『日本

　人 の ア メ リカ人 に対する断わ り」 の 比較一社会言語 学の レベ ルで の フ ォ リナ ト
ー

ク」

　『日本語教育 81号」pp．141451

表 lMean 　of　Percep 恒on

　　　　　 STN

FT 獄

S1 S2 S3 S4 S5 S6 S7 S8

Factor1 3．733

．821

．841

．813

，573

．77

茎．921

．273

．884

．06L321 ．393

．964

．132

．892

．79

FactorH 4．333

．654

．713

．96

2．go2

．813

．022

．882

．812

．96

3．002

．784

．153

．684

．303

．64

Factor 匪 2．633

．083

．373

．602

．632

．712

．923

．022

．042

．53

2．152

．793

．023

．272

．333

．16

N ＝ 98Upper 丘gures：Higher・level　subjectS （n ＝ 49 ）tLower 　figures：Lower−level
subjects （ロ＝ 49）
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表 2Percentage 　of 　Strategy　Use

　　　 SITUATIOH

STRへTEGY

S1 S2 S3 S4 S5 S6 S7 S8

Refuse 95．92100

．DO18

．7536

．9693

．8891

．1138

．3036

．3695

．9291

，4980

．4380

。0037

．5043

．4857

．7859

．52

On　 Record 44．9042

．2210

．4210

，8761

．2240

．0012

，774

．5426

．5314

，8923

．9115

．5614

．584

．351

了．784

．76

Grounder 32．6537

．788

．3310

．8734

．6935

．568

．512

．2720

．4114

．8919

．5了

15．568

．334

．3513

．332

．38

Apology 34．6935

．564

．1710

，8740

．8237

．788

．514

．5418

，3710

，6415

．2215

．568

．334

．3511

。114

．76

Alternative 12．240

．004

．174

，3514

．292

．226

．384

．546

．122

．1310

．874

．448

．332

．174

．440

．00

Desire 6．正26

．674

，170

，004

，080

．000

．000

．000

．OOO

。000

．000

．002

．080

．000

．000

．00

Off　 Record 51．0257

．788

．3326

．0932

．6551

．1125

．5331

．8269

．39

了6，6056

．5264

．4422

．9239

．1340

．0054

．了6

Grounder 44．9057

．788

，3326

．0928

．5751

．正114

，8931

．8269

．3976

，6056

．5262

．2220

．8339

．1340

．0054

．76

Apology 44．9055

．566

．2523

．9130

．6142

．2221

．28

ユ3．6467

，3568

，0947

。8353

，3322

．9236

．963

了．7847

．62

Alternative 10．206

．674

．174

，35

ユ0．204

．4412

．η

13．6434

．6917

，0228

．2628

．8910

．420

．OO13

．3316

．67

Desire 18，374

．442

．084

．354

，086

．674

．266

．824

．086

．382

，172

．220

．000

．002

．222

．38

N ＝ 98Upper 　figures：Higher・level　subjects （n ＝ 49）！Lower　figures； Lower −level
subjects （n ＝ 49）
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